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2009年度 統計 中間試験 解説 
 

問題（A）、問題（B）は、ほぼ同一の問題について出題方法を変えたものであり、難易度に大差

はないことを述べておく。 

 

問題（A）解答例 
Q1: 
【解説】記述統計として、平均、分散（標準偏差）など標本分布の特性を表す指標の理解ができて

いるかを問うた問題である。問題文中にヒントを記したように、 
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の関係を使うと、計算が遥かに簡単になる。 

【解答】 

(1)テスト成績の（分布の）平均を求めなさい。［3点］ 
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(2)テスト成績の（分布の）標準偏差を求めなさい。［4点］ 
 記述統計であるから、分散を求めるときに偏差平方和を標本の大きさｎで割ることに注意。 
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ゆえに、標準偏差は 981)(Var ==Y  

(3)練習時間の（分布の）レインジを求めなさい。［4点］ 
 レインジは（最大値－最小値）として定義されるから、 12575200 =−  
(4)練習時間とテスト成績の相関係数を求めなさい ［4点］ 

 相関係数は
)(Var)(Var

),(Cov
YX

YX
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=ρ として定義されるから、 
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Q2:  
【解説】二項分布にしたがう確率変数 X について、確率関数、分布関数、（確率分布の）平均、分

散を求める問題である。また、X の一次変換によって分散がどのように変化するかについても問う

ている。 

【解答】 

(5) ( )XE を求めなさい。［3点］ 
実験回数をｎ、成功確率をｐとすると、 ( ) npX =E 。よって、 ( ) 4.24.06E =×=X  

(6) Z の確率分布の標準偏差 ( )ZVar を求めなさい。［4点］ 

まず、 ( ) )1(Var pnpX −= であるから、 ( ) 44.1)4.01(4.06Var =−××=X 。 

12 += XZ より、 76.544.14)(Var2)(Var 2 =×== XZ 。 

よって 4.276.5)(Var ==Z  

(7) ( )3P =Z を求めなさい。［4点］ 
X 0 1 2 3 4 5 6 

Z 1 3 5 7 9 11 13 

という関係があるから、 
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(8) ( ) ( )4P4FZ ≤= Z を求めなさい。［4点］ 
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Q3:  
【解説】同時確率分布、周辺確率分布の関係と条件付確率および条件付期待値の基本を問うて

いる。 

【解答】 

(9) 数値が入っていないセル(a)～(f)の値を求めなさい。［各 2点］ 
セル(b)は 1.04.025.0)5(P)5|10(P)510(P =×======∩= XXYXY 。あとは順次

求めることができる。(a) 0.3,  (b) 0.1,  (c) 0.2,  (d) 0.1,  (e) 0.4,  (f) 0.3。 

(10) 条件付確率 )25|5(P == YX を求めなさい。［4点］ 

セル(d), (f)より 33.0
3
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(11) X=3を条件としたときの Yの条件付期待値 )3|(E =XY を求めなさい。［4点］ 
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問題（B）解答例 
Q1: 
【解説】記述統計として、平均、分散（標準偏差）など標本分布の特性を表す指標の理解ができて

いるかを問うた問題である。問題文中にヒントを記したように、 
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の関係を使うと、計算が遥かに簡単になる。 

【解答】 

(1) 練習時間の（分布の）平均を求めなさい。［3点］ 
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(2) 練習時間の（分布の）標準偏差を求めなさい。［4点］ 
 記述統計であるから、分散を求めるときに偏差平方和を標本の大きさｎで割ることに注意。 
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ゆえに、標準偏差は 401600)(Var ==X  

(3) テスト成績のメディアン(中央値)を求めなさい。［4点］ 
 標本の大きさｎが10で偶数であるので、メディアンは小さい順にならべて5番目と6番目のデ

ータの算術平均として定義されるから、 5.33
2

3532
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+
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(4)練習時間とテスト成績の共分散を求めなさい ［4点］ 

 共分散は
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Q2:  
【解説】二項分布にしたがう確率変数 X について、確率関数、分布関数、（確率分布の）平均、分

散を求める問題である。また、X の一次変換によって分散がどのように変化するかについても問う

ている。 

【解答】 

(5) ( )XE を求めなさい。［3点］ 
実験回数をｎ、成功確率をｐとすると、 ( ) npX =E 。よって、 ( ) 36.05E =×=X  
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(6) ( )ZVar を求めなさい。［4点］ 
まず、 ( ) )1(Var pnpX −= であるから、 ( ) 2.1)6.01(6.05Var =−××=X 。 23 −= XZ
より、 8.102.19)(Var3)(Var 2 =×== XZ 。 
(7) ( )3P =Z を求めなさい。［4点］ 

X 0 1 2 3 4 5 6 

Z -2 1 4 7 10 13 16 

という関係があるから、 ( ) 0)35(3P ==== XPZ 。 
(8) ( ) ( )3F13P Z−=>Z を求めなさい。なお、 ( ) ( )3P3FZ ≤= Z である。［4点］ 
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よって、 ( ) ( ) 91296.008704.013F13P Z =−=−=>Z 。 

 
Q3:  
【解説】同時確率分布、周辺確率分布の関係と条件付確率および条件付期待値の基本を問うて

いる。 

【解答】 

(9) 数値が入っていないセル(a)～(f)の値を求めなさい。［各 2点］ 
セル(c)は 2.04.05.0)5(P)5|20(P)520(P =×======∩= XXYXY 。あとは順次

求めることができる。(a) 0.2,  (b) 0.1,  (c) 0.2,  (d) 0.1,  (e) 0.3,  (f) 0.3。 

(10) 条件付確率 )25|3(P == YX を求めなさい。［4点］ 

セル(a), (f)より 67.0
3
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(11) X=3を条件としたときの Yの条件付期待値 )5|(E =XY を求めなさい。［4点］ 
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成績分布など 
 

 問題（A） 問題（B） 
受験者数 146 名 121 名 

（受験率） 97.3% 81.8% 

平均点 32.62 31.66 

標準偏差 9.10 8.63 

問題別正答率 
(1) 97.9% 100.0% 

(2) 68.8% 64.5% 

(3) 89.0% 78.5% 

(4) 29.8% 35.1% 

(5) 81.5% 81.8% 

(6) 14.0% 26.9% 

(7) 52.7% 27.3% 

(8) 25.0% 9.1% 

(a) 100.0% 98.3% 

(b) 82.9% 99.2% 

(c) 100.0% 90.1% 

(d) 83.6% 90.9% 

(e) 83.6% 89.3% 

 
 

(9) 

(f) 83.6% 90.9% 

(10) 73.6% 75.6% 

(11) 57.2% 61.2% 

 
問題（B）は、学年によって成績に差があり、 

 2年生 3年生 4年生その他 
平均点 

（標準偏差） 
32.62 

(8.63) 

28.42 

(8.43) 

34.03 

(7.66) 

となっている。 
 
【講評】 
最近の学生の傾向なのかもしれないが、問題文をよく読まない学生が散見される。Q1の(1)
～(2)と(3)では求めている変数が異なるのにもかかわらず、気がつかない者が少なくなかっ
た。また問題（A）の Q3の(9)では、求めているのが確率であるのにもかかわらず、負の値
を答えている者がいた。（確率は定義より[0,1]の実数値をとる） 
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【成績分布】 

中間試験（A)　成績分布
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中間試験（B) 成績分布
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